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❷2009年（平成21年）4月8日

広報よしのがわ

域
経
済
の
低
迷
に
加
え
、
人
口
の

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権

の
推
進
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
本
市

に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
う
ね
り

を
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
直

視
し
つ
つ
、
伸
び
ゆ
く
ふ
る
さ
と

「
吉
野
川
市
」
の
未
来
を
、
よ
り

確
か
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に
磨
き

を
か
け
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
も
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
方
を
継
承
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
市
有
施
設
の

耐
震
化
な
ど
、
中
・
長
期
的
な
課

題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
育

て
支
援
、
地
域
の
活
性
化
、
地
方

分
権
に
対
応
し
た
行
財
政
運
営
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
の
推
進
と
い
う
観
点
か

ら
、
市
役
所
庁
舎
の
一
元
化
に
つ

い
て
も
、
具
体
的
に
検
討
す
べ
き

時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、
平

成
21
年
度
中
に
は
、
一
元
化
へ
の

道
筋
を
つ
け
た
い
と
い
う
思
い
で

す
。

　

保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
か
ら

は
、
保
育
所
施
設
の
老
朽
化
と
耐

震
化
に
対
応
す
る
施
設
整
備
の
重

要
性
や
、
少
子
化
な
ど
を
踏
ま
え

た
統
廃
合
の
必
要
性
が
答
申
さ
れ
、

一
例
と
し
て
、
庁
舎
の
活
用
に
も

言
及
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
振
興
計
画
審
議
会

で
も
、
望
ま
し
い
幼
稚
園
の
あ
る

べ
き
姿
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
本

市
教
育
行
政
の
進
む
べ
き
方
向
に

つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
川
島
庁
舎

お
よ
び
山
川
庁
舎
の
利
活
用
も
念

頭
に
、
庁
舎
一
元
化
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は
じ

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
代
を
担
う

　
　

子
ど
も
た
ち
の
育
成

　

地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
の
不
安
感
を
緩
和

し
、
も
っ
て
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
促
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
で
き
る
「
吉
野
川
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
川
島
庁
舎
３
階
に
開
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
積
極

的
な
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
母
体
と
胎
児
の
健
康
を

守
る
上
で
、「
妊
婦
健
康
診
査
」

の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、

平
成
21
年
４
月
か
ら
公
費
負
担
を

５
回
か
ら
14
回
に
拡
充
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
里
帰
り
等
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
、
県
外
に
お
い

て
受
診
さ
れ
た
場
合
で
も
、
助
成

の
対
象
と
な
る
よ
う
制
度
の
充
実

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
の
方
々
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
保
育
水
準
の

向
上
と
保
育
ニ
ー
ズ
多
様
化
へ
の

対
応
の
観
点
か
ら
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
鴨
島
中
央
保
育
所
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
同
保
育
所
で
は
、

今
ま
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
加
え

市 政 の 窓市 政 の 窓

伸びゆくふるさと「吉野川市」

川島庁舎山川庁舎

公
金
管
理
の
適
正
化

　

先
般
の
公
金
着
服
事
件
を
受
け

「
公
金
管
理
適
正
化
等
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
現
状
把
握
と
改
善
方
策

の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
改
善
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
能
な
も
の

か
ら
順
次
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
は
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、

改
善
策
の
実
施
状
況
や
、
公
金
管

理
に
関
す
る
研
修
等
も
含
め
、
さ

ら
に
検
討
を
進
め
、
早
期
の
と
り

ま
と
め
に
向
け
鋭
意
取
り
組
み
、

信
頼
回
復
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

伸
び
ゆ
く
ふ
る
さ
と　
　

　
　
　
　
　
「
吉
野
川
市
」

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地

　３月２日の平成21年３月吉野
川市議会定例会開会日、川真田市
長は、平成20年度のこれまでの
成果と平成21年度の市政運営方
針について、その所信を表明し、
市民の皆さんや市議会に理解と協
力を求めました。要旨は次のとお
りです。
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広報よしのがわ

て
、「
土
曜
保
育
の
時
間
延
長
」、

「
園
庭
開
放
」、
入
所
児
童
以
外
の

児
童
に
つ
い
て
も
緊
急
時
に
利
用

で
き
る
よ
う
「
一
時
保
育
」
を
行

う
ほ
か
、
将
来
的
に
は
保
護
者
の

就
労
支
援
の
た
め
に
「
病
後
児
保

育
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

山
川
東
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て

も
、「
保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
」

の
答
申
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年
４

月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
と
し
て
、
今
後
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
説

明
会
を
開
催
い
た
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
山
川
北
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
の
入
所
希
望

者
が
６
人
と
わ
ず
か
で
あ
り
、
今

後
の
入
所
児
童
の
増
加
も
見
込
め

な
い
こ
と
等
か
ら
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
全
員
の
ご
了
解
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
地
元
自
治
会
に
お
い

て
説
明
会
を
開
催
し
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
休
所
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
18
年
度
か
ら
災
害
発
生
時

の
避
難
に
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ

る
方
々
を
対
象
と
し
て
、「
災
害

時
要
援
護
者
登
録
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
４
０
５

人
の
方
々
に
登
録
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、
要
援
護
者
ご

本
人
と
避
難
支
援
者
の
方
々
が
、

具
体
的
な
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、

避
難
方
法
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

災
害
時
に
お
け
る
ス
ム
ー
ズ
な
避

難
が
可
能
と
な
る
よ
う
、「
避
難

支
援
プ
ラ
ン
個
別
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

　

南
海
・
東
南
海
地
震
対
策
と
し

て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
２
カ
年

間
で
義
務
教
育
施
設
の
耐
震
診
断

を
実
施
し
、
平
成
21
年
度
は
、
上

浦
小
学
校
と
牛
島
小
学
校
の
屋
内

運
動
場
、
鴨
島
東
中
学
校
の
教
室

棟
の
耐
震
改
修
工
事
に
着
手
し
ま

す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
木
造
住
宅

耐
震
支
援
事
業
に
加
え
、
災
害
時

の
緊
急
避
難
路
を
確
保
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
対

象
と
す
る
民
間
建
築
物
の
耐
震
化

支
援
制
度
を
新
た
に
創
設
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
７

割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、

今
後
ま
す
ま
す
進
行
す
る
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
、「
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
」、「
重
度
心
身

障
害
者
の
在
宅
世
帯
」お
よ
び「
生

活
保
護
世
帯
」
等
を
対
象
に
、
住

宅
用
防
災
警
報
器
購
入
費
へ
の
補

助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

住
み
よ
い
快
適
な　
　
　

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
向
上
を
め
ざ
す
環

境
行
政
に
お
い
て
、
ご
み
の
減
量

化
と
再
資
源
化
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
平
成
21
年
１
月
、
ご
み
の

減
量
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
「
ご
み

減
量
化
緊
急
行
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

の
地
域
社
会
形
成
を
め
ざ
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
を
大
き
な
市
民
運

動
と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
安
全
な
水
を
、
安
定
し
て
供

給
す
る
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

先
般
策
定
し
ま
し
た
「
吉
野
川
市

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え
、
将

来
に
わ
た
る
簡
易
水
道
の
安
定
経

営
を
図
る
と
と
も
に
、
簡
易
水
道

と
上
水
道
の
経
営
統
合
に
向
け
て
、

「
簡
易
水
道
整
備
基
本
計
画
」
を

新
た
に
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
域
の
活
性
化
と　
　
　

　
　
　
　
　
　

情
報
発
信

　
「
吉
野
川
市
に
住
ん
で
み
た
い
」、

「
吉
野
川
市
で
住
み
続
け
た
い
」

と
い
う
魅
力
を
創
出
し
、
定
住
促

進
施
策
を
部
局
横
断
的
に
検
討
す

る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

市
内
農
林
業
や
商
業
、
企
業
誘
致
、

住
宅
等
に
関
す
る
現
状
を
検
証
し
、

課
題
整
理
を
し
た
上
で
、
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
を
誘
導
す
る
施
策
を
中
心
と

し
た
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
世
代
を
越
え
て
、
夢

紡
ぐ
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
平
成
16

年
10
月
に
誕
生
し
た
吉
野
川
市
も
、

あ
と
半
年
余
り
で
５
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
本
市
が
将
来
に
わ
た

っ
て
『
夢
紡
ぐ
ま
ち
』
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
、
市
制

５
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
面
白
さ

や
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４月から休所の山川北保育所

指定管理者制度の導入が検討されている
山川東保育所

町村合併３周年記念イベントの様子
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広報よしのがわ

予　

算

人　

事

議会だより議会だより

　平成21年３月市議会定例会が３
月２日から23日までの22日間の日
程で開催され、市長が提案した40
議案すべてが原案どおり可決・承認
等されました。主な議案は次のとお
りです。

指
定
管
理
者
の
指
定

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

簡
素
で
効
率
的
な　
　
　

　
　

行
財
政
基
盤
の
確
立

　

極
め
て
厳
し
い
財
政
環
境
の
下
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
環
境
問
題

や
高
度
情
報
化
へ
の
対
応
な
ど
の

諸
課
題
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、

吉
野
川
市
の
礎

い
し
ず
えを
さ
ら
に
強
固
な

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本

市
の
あ
る
べ
き
姿
を
的
確
に
見
据

え
、
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
行
の
「
行
財
政
改
革
大
綱
」

お
よ
び
「
同
実
施
計
画
」
は
、
平

成
21
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
次
期
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
、
現
計
画
の
推
進
状
況

の
把
握
や
今
後
必
要
な
対
策
の
検

討
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

条　

例

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６

　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
ぶ
ど
う
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
／

学
観
光
ぶ
ど
う
組
合

▼
梅
選
果
場
／
麻
植
郡
農
業
協
同

組
合

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

久
保
利
治
（
く
ぼ
・
と
し
は
る
）

氏
＝
63
歳
、
美
郷
字
重
野
尾

◇
農
業
委
員
の
推
薦

　

欠
員
と
な
っ
た
選
任
委
員
を
新

た
に
推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
対

し
て
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

市役所への移転も含め、検討を進めている
林業振興課

　

ま
た
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
の

市
役
所
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
鋭
意
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
同
一
部
局
は
同
一

庁
舎
へ
の
配
置
な
ど
と
い
っ
た
意

志
決
定
の
迅
速
性
、
業
務
の
状
況

や
あ
り
方
な
ど
の
観
点
か
ら
、
美

郷
庁
舎
に
あ
る
産
業
経
済
部
林
業

振
興
課
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
へ

の
移
転
も
含
め
、
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
簡
素
で
効
果
的
な

業
務
執
行
体
制
の
構
築
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

８
３
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
９
４
億
４
１
６
９
万
３

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
８
件

◇
平
成
21
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
21
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
10
件

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
６
〜

９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

近
藤
清
（
こ
ん
ど
う
・
き
よ
し
）

氏
＝
60
歳
、
美
郷
字
土
井
ノ
奥

◇
副
市
長
を
選
任

河
野
博
喜
（
か
わ
の
・
ひ
ろ
き
）

氏
＝
60
歳
、
鴨
島
町
飯
尾

　

河
野
氏
は
、
昭
和
46
年
に
関
西

大
学
法
学
部
卒
業
。

　

昭
和
46
年
に
徳
島
県
庁
に
入
庁
。

農
林
水
産
部
長
、
企
業
局
長
な
ど

を
経
て
平
成
20
年
３
月
に
退
職
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
徳
島
県
文
化

振
興
財
団
理
事
長
。

◇
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

新
た
に
固
定
資
産
評
価
員
を
選

任
す
る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意

見
を
求
め
ま
し
た
。

河
野
博
喜
（
か
わ
の
・
ひ
ろ
き
）

氏
＝
60
歳
、
鴨
島
町
飯
尾

◇
吉
野
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
の
３
年
間
に
お
け
る
介
護
保
険

料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

（
新
た
な
介
護
保
険
料
は
21
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）



※小雨時は決行します。
　道路沿い、公園、河川敷などのポイ捨てごみをなくすため、市内全域の大掃除を実施します。快適な生
活環境を守るため、地域ぐるみで一斉に身の回りの環境美化を行いましょう。

「レッツ・クリーン」環境美化 統一実施日　5月24日（日）　午前8時～10時

「レッツ・クリーン期間（5月18日（月）～24日（日））」協力団体募集！
　レッツ・クリーン期間に清掃活動にご協力いただける団体やグループ、事業所を募集します。（期間は多少前
後しても構いません）
■募集期間　4月8日（水）～30日（木）　　■申込書類　①計画書　②地図（清掃場所を記入ください）
■実施方法　ごみの分け方　　配布する指定ごみ袋に分別して入れてください。
　　　　　　ごみの処理方法　①自己処理…収集日に指定場所に出してください。
　　　　　　　　　　　　　　②個別収集…集積場所を前もって届け出てください。
　　　　　　　　　　　　　　　　鴨島町→鴨島環境センター　　 5697
　　　　　　　　　　　　　　　　川島町・山川町・美郷→西環境センター　　 5333
　　　　　　　　　　　　　  ③自己搬入…指定ごみ袋に入れ、持ち込み先に搬入してください。料金は免
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除になります。持ち込み先　　鴨島町→鴨島環境センター　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5697　川島町・山川町・美郷→川島リサイクルセンターまた
                                                      　は山川不燃物処理場　　 5333
■申込方法・提出先　計画書と地図を環境企画課（市役所2階）、各支所地域課（川島・山川・美郷）に
提出してください。または、ファクシミリ、Ｅメールで同等の内容を環境企画課にお送りください。計画
書は市のホームページ（http://www.city.yoshinogawa.lg.jp）からダウンロードすることができます。
　　　　　　  市環境企画課　　 2230　FAX　 2247　Ｅメール　kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp○22問い合わせ

 「レッツ・クリーン」環境美化参加計画書
実施団体／名　称

処理方法

①自己処理→※分別して指定収集日に出してください。

②個別収集→※場所を指定してください。

③自己搬入 

実施日時　５月　　　日（　）
排出日時　５月　　　日（　）午前　　　時（当日は午前10時までに）

参加予定人数

いずれかに○をつけてください。

清掃場所・ごみの集積場所の地図を必ず添付してください。

所 在 地

連絡者名

電　　話

人 ごみ袋排出予定数 袋

223022 224722ＦＡＸ

○24
○42

○24

○22

○42

○24 ○42
収集・搬入についての問い合わせ

●鴨島分は、鴨島環境センター　　  5697  ●川島・山川・美郷分は、西環境センター　　  5333　　　　

※ごみ袋は、環境企画課（市役所２階）、各支所地域課（川島・山川・美郷）でお渡ししますので、必要枚数を申し出てください。

計画書は、4月30日（木）までに提出をお願いします。

総合問い合わせ　市環境企画課

市内一斉市内一斉「ポイ捨てごみ一掃」「ポイ捨てごみ一掃」清掃清掃市内一斉「ポイ捨てごみ一掃」清掃市内一斉「ポイ捨てごみ一掃」清掃市内一斉「ポイ捨てごみ一掃」清掃ご参加
ください！

昨年のレッツ・クリーンの様子

❺ 2009年（平成21年）4月8日

広報よしのがわ



❻2009年（平成21年）4月8日

広報よしのがわ

歳入 182億3,192万6,000円予算総額182億円　前年度対比1.9％増前年度対比1.9％増

　

平
成
21
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
３
月
定
例
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
財
政
は
、
国
・
県
と
同
様

に
予
算
規
模
を
上
回
る
多
額
の
借
入
金
残
高
を
抱
え

る
一
方
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
社
会
保
障
関
係

費
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
日
本
経
済
が
世
界
的
な
金
融
危
機
・

経
済
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

そ
の
影
響
が
非
常
に
危き

惧ぐ

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
度
当
初
予
算

を
編
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
予
算
編
成

お
よ
び
地
方
財
政
対
策
等
の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
、

事
務
事
業
評
価
制
度
の
実
施
等
に
よ
る
施
策
の
厳
し

い
選
択
を
行
う
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
の
歳
入
確

保
と
徹
底
し
た
経
費
節
減
合
理
化
に
つ
と
め
、
財
源

の
重
点
的
な
配
分
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
当
初

予
算
の
規
模
は
前
年
度
当
初
予
算
額
を
３
億
４
１
５

１
万
６
０
０
０
円
、
率
に
し
て
1.9
％
増
の
１
８
２
億

３
１
９
２
万
６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
に
入
っ
て
く
る
お
金（
歳
入
）

　

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
市
だ
け
で
ま
か

な
え
る
お
金
の
こ
と
で
、
歳
入
の

円
グ
ラ
フ
の
市
税
、
そ
の
他
（
分

担
金
な
ど
）、
繰
入
金
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。
歳
入
額
の
34
・
5

％
を
占
め
る
自
主
財
源
の
う
ち
大

半
を
占
め
る
の
が
市
税
で
す
が
、

全
国
的
な
景
気
の
後
退
に
よ
り
減

収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
度

比
4.1
％
減
の
40
億
１
８
２
２
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
額
に
対
し
歳
入
額

が
不
足
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を

前
年
度
と
同
額
の
12
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源
は
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の

こ
と
で
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

支
出
金
、
市
債
な
ど
で
、
歳
入
額

の
65
・
5
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
新
た
に
特
別
枠
と

し
て
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
比
1.7
％
増
の
60
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
借
金
に
あ
た
る
市

債
は
、
山
川
中
学
校
の
校
舎
改
築

な
ど
の
建
設
費
用
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
過
去
に
借
り
入
れ
た
利
率

の
高
い
市
債
を
低
利
で
借
り
換
え

を
行
う
ほ
か
、
地
方
交
付
税
の
振

り
替
え
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債

の
大
幅
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

比
11
・
5
％
増
の
22
億
６
７
９
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
歳
入
構

造
は
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
割
合
が

自
主
財
源
の
比
率
を
大
き
く
上
回

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
大
半
を
占
め
る
地

方
交
付
税
も
町
村
合
併
し
た
こ
と

に
よ
り
、
合
併
し
て
い
な
い
他
団

体
よ
り
有
利
に
算
定
さ
れ
る
特
例

措
置
が
あ
る
た
め
60
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
特
例
措
置

も
平
成
27
年
度
か
ら
段
階
的
に
減

額
と
な
り
、
平
成
32
年
度
以
降
は
、

特
例
措
置
が
な
く
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
始
め

た
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

広
告
掲
載
に
よ
る
広
告
収
入
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
道
路
を
占
用
し

て
い
る
電
柱
等
に
つ
い
て
設
置
者

か
ら
道
路
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ

と
と
し
、
新
た
な
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

歳入

自主財源
34.5％

依存財源
65.5％

市税
40億1,822万円
（22.0％）

その他
（分担金および負担金・
使用料および手数料・財
産収入・繰越金・諸収入）
10億6,559万7,000円
（5.9％）

繰入金
12億円
（6.6％）地方交付税

60億円
（32.9％）

地方譲与税・
各種交付金
7億5,942万1,000円
（4.2％）

県支出金
9億9,327万6,000円
（5.4％）

市債
22億6,790万円
（12.4％）

国庫支出金
19億2,751万2,000円
（10.6％）

平
成
21
年
度 

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
21
年
度 

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し



❼ 2009年（平成21年）4月8日

広報よしのがわ

予算総額182億円　予算総額182億円　前年度対比1.9％増

市
が
使
う
お
金（
歳
出
）

　

市
が
使
う
お
金
の
内
訳
は
、「
目

的
別
分
類
」
と
「
性
質
別
分
類
」

の
２
種
類
の
分
類
が
あ
り
ま
す
。

「
性
質
別
分
類
」
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
体
質
を
分
析
す
る

上
で
有
効
な
分
類
で
す
。
平
成
21

年
度
当
初
予
算
額
を
前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り

次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
職
員
数
の

削
減
等
に
よ
り
人
件
費
が
約
２
億

６
８
０
０
万
円
の
減
額
、
生
活
保

護
費
や
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
社

会
保
障
関
係
費
の
伸
び
に
よ
り
扶

助
費
が
約
１
億
３
６
０
０
万
円
の

増
額
、
高
利
率
の
市
債
の
繰
上
償

還
額
が
前
年
度
に
比
べ
減
額
と
な

っ
た
た
め
、
公
債
費
が
約
１
億
７

９
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
、
義

務
的
経
費
全
体
で
は
、
約
３
億
１

１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
生
活
に
密

着
し
た
道
路
な
ど
の
社
会
基
盤
の

整
備
、
山
川
中
学
校
の
校
舎
改
築

の
ほ
か
、
教
育
施
設
耐
震
改
修
事

業
を
進
め
る
た
め
約
１
億
２
９
０

０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
補
助
費
等
に
お

い
て
後
期
高
齢
者
医
療
の
給
付
費

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

が
増
え
た
ほ
か
、
鴨
島
町
の
ご
み

焼
却
施
設
を
停
止
し
中
央
広
域
環

境
施
設
組
合
に
ご
み
を
搬
入
す
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
同
組
合
へ
の

負
担
金
が
大
き
く
増
え
、
約
４
億

４
３
０
０
万
円
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
物
件
費
が
鴨
島
中
央

保
育
所
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
約

７
７
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
、
そ
の
他

全
体
で
は
、
約
５
億

２
２
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
、
義
務
的

経
費
の
割
合
（
53
・

3
％
↓
50
・
6
％
）

が
減
り
、
投
資
的

経
費
・
そ
の
他
経
費

の
割
合
（
46
・
7
％

↓
49
・
4
％
）
が
増

え
た
た
め
、
財
政
構

造
的
に
は
、
一
見
良
い

傾
向
に
見
え
ま
す
が
、

先
述
の
広
域
連
合
・

組
合
へ
の
負
担
金
に

つ
い
て
は
今
後
圧
縮

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
広
い
意
味
で

は
義
務
的
経
費
と
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
、
財
政
構
造
が
改
善
し
た

と
楽
観
視
す
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
徹

底
し
た
経
費
の
節
減
を
進
め
る
と

と
も
に
、
事
業
の
取
捨
選
択
と
整

理
に
取
り
組
み
、
慎
重
な
財
政
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

歳出

義務的経費
（50.6％）

その他
（39.0％）

投資的経費投資的経費
（10.410.4％）％）
投資的経費
（10.4％）

人件費
38億7,121万2,000円
（21.2％）

扶助費
29億632万8,000円
（16.0％）

公債費
24億4,499万5,000円
（13.4％）

投資的経費
18億8,931万1,000円
（10.4％）

物件費
19億6,271万6,000円
（10.7％）

維持補修費
1億1,444万9,000円
（0.6％）

補助費等
26億487万2,000円
（14.3％）

投資および出資金・
貸付金、積立金
5億1,147万2,000円
（2.8％）

繰出金
18億9,657万1,000円
（10.4％）

予備費
3,000万円（0.2％）

歳出 182億3,192万6,000円

市民１人あたりに換算すると！

支出総額　　399,656円

市民1人あたりの税負担　　88,082円 ※市税（40億1,822万円）÷人口（45,619人）で換算

※平成21年3月1日現在の吉野川市の人口（45,619人）で換算

議会費・総務費・諸支出金

    土木費

民生費

消防費・災害復旧費

衛生費

教育費

農林水産業費・商工費

公債費

57,329円57,329円

35,113円35,113円

127,302円127,302円

13,903円13,903円

42,094円42,094円

52,196円52,196円

18,123円18,123円57,329円 127,302円 42,094円 18,123円

52,196円13,903円35,113円 53,596円53,596円53,596円
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教
育
環
境
整
備
事
業

　

優
し
さ
と
思
い
や
り
、
た
く
ま

し
さ
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
は
ぐ

く
む
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育

や
、
一
人
ひ
と
り
の
才
能
や
個
性

を
伸
ば
し
、
創
造
性
に
富
む
子
ど

も
の
育
成
を
め
ざ
し
、
健
全
か
つ

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

○
山
川
中
学
校
整
備
事
業

　
　
　
　
　

８
億
１
５
２
８
万
円

○
教
育
施
設
耐
震
改
修
事
業

　
　
　
　
　

１
億
９
４
０
０
万
円

平
成
21
年
度
当
初
予
算
の
重
点
項
目

○
適
応
指
導
教
室
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
２
万
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
３
６
万
円

少
子
高
齢
化
対
策
事
業

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
安
全
に
す
く
す
く
育
つ

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
主
体
的
活
動
を
支

学童クラブでの児童の様子

援
し
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
事

業
　
　
　
　
　
　
　

１
３
１
０
万
円

○
出
産
祝
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
０
万
円

○
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

８
７
９
６
万
円

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進

補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
万
円

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
１
２
５
万
円

○
敬
老
祝
賀
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
１
０
万
円

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

マタニティ教室

  

保
健
福
祉
推
進
事
業

　

地
域
社
会
の
中
で
、
誰
も
が
健

康
で
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
健
、
医

療
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、

助
け
合
う
、
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
感

あ
ふ
れ
る
温
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
住
宅
用
防
災
警
報
器
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

○
高
齢
者
福
祉
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
６
９
万
円

○
障
害
者
福
祉
事
業

　
　
　
　
　

７
億
５
４
３
７
万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
対

策
事
業

　
　
　
　
　

１
億
４
９
２
３
万
円

○
母
子
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
８
０
８
万
円

  

環
境
対
策
推
進
事
業

　

地
域
の
環
境
づ
く
り
や
地
球
環

境
の
保
全
に
向
け
た
諸
施
策
を
推

進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図

り
、
自
然
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
５
５
万
円

  

生
活
基
盤
整
備
事
業

　

自
然
災
害
や
火
災
、
事
件
・
事

故
等
に
備
え
る
た
め
、
道
路
整
備

や
安
全
施
設
整
備
を
進
め
、
市
民

生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適 段ボールコンポスト

耐震改修工事を行う上浦小学校屋内運動場（写真上）
と牛島小学校屋内運動場（写真下）
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市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
以
外
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と

し
、
企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道

事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

会　計　名 平成21年度予算額
国民健康保険特別会計 5,217,484
老人保健特別会計 7,021
後期高齢者医療特別会計 484,007
介護保険特別会計 4,280,390
公共下水道事業特別会計 1,264,064
特定環境保全公共下水道事業特別会計 523,549
農業集落排水事業特別会計 164,771
簡易水道事業特別会計 70,667
川島財産区特別会計 248

特別会計 （単位：千円）

会　計　名 平成21年度予算額

水道事業

会　　計

収益的収入および支出
収入 553,796
支出 529,141

資本的収入および支出
収入 145,330
支出 378,279

企業会計 （単位：千円）

自主防災会での消火訓練

美しい村づくり総合整備事業で整備された塚池農道

市
財
政
課   

☎
㉒
２
２
２
０

性
に
重
点
を
置
い
た
都
市
基
盤
整

備
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

○
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
３
８
１
万
円

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
４
６
２
万
円

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　

４
億
３
２
７
６
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

○
民
間
建
築
物
耐
震
診
断
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
０
万
円

○
市
営
住
宅
改
修
事
業

　
　
　
　
　

１
億
２
２
３
５
万
円

問
い
合
わ
せ

　

特
別
会
計
・
企
業
会
計

  

防
災
対
策
事
業

　

防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
南
海
・
東
南
海
地
震
に
備

え
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
等
に
努
め
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
０
万
円

  

地
域
振
興
事
業

　

環
境
、
景
観
、
地
域
の
特
性
な

ど
に
着
目
し
、
潤
い
に
満
ち
た
や

す
ら
ぎ
あ
る
生
活
空
間
を
整
備
し
、

人
に
優
し
く
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
振
興
基
金
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
円

○
巡
回
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
３
万
円

○
自
治
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
９
４
９
万
円

○
森
林
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
３
１
万
円

○
商
工
業
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

９
２
９
万
円

○
観
光
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
８
９
５
万
円

○
体
育
振
興
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
５
９
万
円



吉野川市議会議員一般選挙の投票日は平成21年5月17日（日）です
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投票場所と時間

期日前投票

ア　投票には、投票所入場券を切りはなし、本人が投票所に持参してください。
　　（忘れても投票はできます。）
イ　投票日までに転出（吉野川市外に住所移転）された方は、投票することができません。
　　※美郷第2投票区の投票所を中枝小学校から中枝幼稚園に変更しました。

投票区 投票所の設置場所 投票時間

鴨　
　
　

島

牛 島 第 １
牛 島 第 ２
森 　 　 山
西 尾 第 １
西 尾 第 ２
西 尾 第 ３
鴨 島 第 １
鴨 島 第 ２ 
鴨 島 第 ３
知 恵 島

牛 島 小 学 校（ 体 育 館 ）
上 浦 地 区 公 民 館
森 山 地 区 公 民 館
飯 尾 敷 地 小 学 校（ 体 育 館 ）
西 麻 植 小 学 校（ 体 育 館 ）
飯尾敷地コミュニティセンター
鴨 島 小 学 校（ 体 育 館 ）
吉 野 川 市 役 所
麻 植 郡 農 協 喜 来 集 荷 場
知 恵 島 小 学 校（ 体 育 館 ）

川　
　

島

山 田
岡 山
川 島
桑 村
近 久
学 島

川 島 公 民 館 山 田 分 館
川 島 公 民 館 岡 山 分 館
川 島 東 保 育 所
吉 野 川 市 川 島 庁 舎
近 久 公 会 堂
学 島 小 学 校（ 体 育 館 ）

山　
　
　

川

山 川 第 １
山 川 第 ２
山 川 第 ３
山 川 第 ４
山 川 第 ５
山 川 第 ６
山 川 第 ７

元 木 会 館
山 瀬 小 学 校（ 体 育 館 ）
瀬 詰 老 人 会 館
日 吉 会 館
川 田 小 学 校（ 体 育 館 ）
川 田 中 小 学 校（ 体 育 館 ）
川 田 西 小 学 校（ 体 育 館 ）

山 川 第 ８
山 川 第 ９
山 川 第  10

迎 坂 消 防 詰 所
皆 瀬 集 会 所
榎 谷 集 会 所

美　

郷

美 郷 第 １
美 郷 第 ２
美 郷 第 ３
美 郷 第 ４

中 村 集 落 セ ン タ ー
中 枝 幼 稚 園
美 郷 中 学 校（ 体 育 館 ）
東 山 小 学 校（ 体 育 館 ）

午前7時 ～ 午後8時

午前7時 ～ 午後7時

　選挙当日に正当な事由により投票に行けない方は、期日前投票をすることができます。

　　※期日前投票所を山川庁舎に増設しました。

期日前投票の期間 5月11日（月）～5月16日（土） 　午前8時30分～午後8時00分

期日前投票所の場所
吉野川市役所　1階　101会議室
吉野川市山川庁舎  1階  101会議室

期日前投票ができる
主な理由

イ　職務等に従事中であること。
ロ　用務・事故のため、投票区の区域外に旅行・滞在中であること。
ハ　疾病・負傷・妊娠・老衰等のため歩行が著しく困難であること。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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不在者投票

選挙の開票

 ア　病院等に入院されていて、前記理由に該当する方は、不在者投票ができる指定病院等であれば、病院

　等で不在者投票ができますので、早めに病院長等に申し出てください。

 イ　身体障害者または、介護保険上の要介護者で、郵便投票証明書の交付を受けられている方は郵便投票

　ができます。

郵便投票証明書の交付が受けられる主な記載内容

身体障害者手帳

イ　両下肢・体幹の障害、もしくは移動機能の障害にあっては
　　1級・2級
ロ　心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害にあっては
　　1級・3級

介護保険被保険者証 要介護状態区分が「要介護5」

新たに身体障害者手帳の交付を受けられた方または、要介護状態区分が「要介護５」と認定さ
れた方で、郵便投票証明書の交付を希望される方は、早めに申し出てください。

5月17日（日）午後9時から農村環境改善センターで行います。

立候補予定者説明会立候補予定者説明会

  4月20日（月）午後2時から市役所（3階）大会議室で行います。届出書類をお渡しし
ますので、立候補を予定されている方（代理の方）は、必ず出席してください。

　4月27日（月）・28日（火）午前10時～午後4時までの間、市役所（1階）101会
議室で行いますので、立候補を予定されている方（代理の方）は、届出書類の事前
審査を受けてください。

立候補届出書類の事前審査立候補届出書類の事前審査

立候補届の受付立候補届の受付

　5月10日（日）午前8時30分から午後5時まで
　　　　午前8時30分～午前9時30分    吉野川市役所　3階　大会議室       
　　　　午前9時30分～午後5時00分      　  〃       　 1階　101会議室

詳しくは、お問い合わせください。

●問い合わせ　　市選挙管理委員会  ☎○22 2211

吉野川市議会議員一般選挙の立候補予定の方へ



●問い合わせ　市総務課　　○22 2231☎

定額給付金についてのお知らせ定額給付金についてのお知らせ定額給付金についてのお知らせ

　給付金の給付に関して、振り込め詐欺が発生することが考えられますので、
十分ご注意ください。特に市ではATM（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）
の操作をお願いすることはありません。

振り込め詐欺にご注意ください。振り込め詐欺にご注意ください。振り込め詐欺にご注意ください。

　吉野川市から給付対象者の属する世帯の世帯主（外国人については、各給付対象者）
様あてに「定額給付金　申請書（請求書）」をお送りします。届きましたら、内容を
よく確認した上、申請を行ってください。

　  目　的
　景気後退下での住民の不安に対処するため、住民への生活支援を行うとともに、
あわせて住民に広く給付することにより、地域の経済対策に資することを目的とし
ています。

　  給付対象者
　基準日（平成21年2月1日）において、次の①または②のいずれかに該当する方
　①住民基本台帳に記録されている方
　②外国人登録原票に登録されている方（不法滞在者および短期滞在者は対象外）

　 申請者・受給者
　給付対象者の属する世帯の世帯主
　（外国人については、各給付対象者）

　 給付額
　給付対象者1人につき12,000円
　（ただし、基準日において65歳以上の方および18歳以下の方については20,000円）

　 申請および受給の方法
　原則として、次の①、②の方式の組み合わせで実施（①の郵送申請を基本とします）
　①郵送申請：振込先口座を記した申請書を本人確認書類とともに市に郵送し振り込
　　　　　　　みにより受給
　②窓口申請：振込先口座を記した申請書を本人確認書類とともに窓口で提出し振
　　　　　　　り込みにより受給

※金融機関の口座をお持ちでない方や、金融機関から著しく離れた場所に住んでいる
　方など、振り込みによる給付が困難な方は窓口での現金給付が可能ですが、給付時
　期は、口座振込より遅くなる予定ですので、ご了承ください。

1

2

3

4

5
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●問い合わせ　市子育て支援課　　○25  6614☎

子育て応援特別手当とは子育て応援特別手当とは子育て応援特別手当とは

Aさんへの子育て応援特別手当

36，000円×2人＝72，000円
Bさんへの子育て応援特別手当

36，000円×1人＝36，000円

子育て応援特別手当（Aさん、Bさんの場合）

世帯主

世帯にいる子ども

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が平成14年4月2日
から平成17年4月1日までの

子ども

生年月日が
平成17年4月
2日以後の
子ども

1人目 2人目 3人目 4人目Aさん

Aさん
世帯

手当の対象となる子ども

世帯主

世帯にいる子ども

生年月日が平成2年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が平成14年4月2日から
平成17年4月1日までの子ども

生年月日が
平成17年4月
2日以後の
子ども

1人目 2人目 3人目Bさん

Bさん
世帯

手当の対象となる子ども

●目　的
　子育て応援特別手当を支給することにより、多子世帯の幼児教育期における子育てを支援することを目
的としています。

●対象となる子ども
　平成21年2月1日（基準日といいます）において小学校就学前3年間に該当する子ども（具体的には、
生年月日が平成14年4月2日から平成17年4月1日までの子ども）であって、第2子以降の子どもが対象
となります。
　※第2子の判定は、18歳以下の子ども（具体的には生年月日が平成2年4月2日以後の子ども）
　　の中から年齢順に第1子、第2子と数えていくこととなります。
　※対象となる子どもと第1子が別居しているときは、同じ人に扶養されていることを
　　確認しますので、申請の際に医療保険の被保険者証の写しなどが必要となります。

●手当の額
　対象となる子ども1人あたり36，000円を、同居している
世帯主に支給します。手当の支給は、1回払いとなります。

●申請の手続き
　手当の受給には、対象となる子どもと同居している世帯主が、吉野川市に対して申請を行っていただく
ことが必要です。（支給対象と思われる世帯には、申請書類等をお送りします）
　手当の受け取りは、原則として、口座振り込みとなります。

　申請期限は受付開始から6カ月となっています。対象となる方は、忘れずに申請をしてください。
　※申請の際には、ご本人の確認をさせていただきますので、運転免許証、住基カード、パスポート、外国人登録証明書などをお
　　持ちください。
　※振り込み口座の氏名と番号を確認するため、申請書には通帳の写しを添付してください。
　※ゆうちょ銀行を振込先とする場合には、通帳の記号・番号を記入することになります。

申請期間は、平成21年4月13日（月）から平成21年10月13日（火）までです。
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市健康推進課　　○25  6615☎

★対 象 者（医療保険の種別に関係なく受けることができます）

★集 団 検 診

★医 療 機 関 検 診

※各種がん検診のお申し込みは、7月1日（水）からを予定しています。

　子宮がん検診が広域化になります

なお、年齢は平成21年4月1日～平成22年3月31日に当該年齢に達する方です。 

検診の種類
胃がん検診
大腸がん検診

肺がん
検診 喀痰検査

かくたん

胸部X線検査

川島公民館
ふるさとセンター
鴨島公民館
山川公民館
鴨島公民館

8月　5日（水）
8月19日（水）
8月23日（日）
9月16日（水）
11月26日（木）

胃がん検診
肺がん検診（喀痰検査）
大腸がん検診・前立腺がん検診
骨粗しょう症検診
乳腺・甲状腺検診

前立腺がん検診
乳腺・甲状腺検診
骨粗しょう症検診
子宮がん検診

集
団
検
診

午
　
　
前

午
　
　
後

医療
機関

対象年齢

検診日程 場　所 検査項目 検査受付時間

個人負担金※

※70歳以上の方、非課税世帯の方、生活保護世帯の方は個人負担金が免除されます。

各会場へ
8:30～10:30の間に
お越しください。

各会場へ
13:30～15:30の間
にお越しください。

鴨島公民館
山川公民館
鴨島公民館
川島老人福祉センター
山川公民館

8月　5日（水）
8月19日（水）
9月　7日（月）
9月16日（水）
11月26日（木）

前立腺がん検診

・広域化により、県内の指定産婦人科医による検診が可能になります。
  これは産婦人科医の不足に対応するためです。それに伴い各公民館等で実施していた集団検診が
なくなります。

  がん検  がん検診（8月～11月（8月～11月）日程表日程表  がん検  がん検診（8月～11月（8月～11月）日程表日程表  がん検診（8月～11月）日程表
申し込み方法等詳細については「広報よしのがわ6月号」でお知らせします申し込み方法等詳細については「広報よしのがわ6月号」でお知らせします申し込み方法等詳細については「広報よしのがわ6月号」でお知らせします

平成21年度平成21年度平成21年度

900円
500円
0円

500円
1，300円
500円

1，500円

500円

40歳以上
40歳以上
40歳以上
＊次の①②に該当し希望する方 
①50歳以上の方で喫煙指数（1日の本数×喫煙年数）が600以上の方 
②最近6か月以内に血痰のあった方
50歳以上の男性
40歳以上の女性で平成20年度に受診されていない方
40・45・50・55・60・65・70歳の女性
20歳以上の女性で平成20年度に受診されていない方

問い合わせ　

検診日程 場　所 検査項目 検査受付時間
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健診日程 実施医療機関 検査項目 個人負担金 申込受付期間 申込先

●問い合わせ　市国保年金課　　○22 2213☎

☎ 22
2213

　吉野川市国民健康保険に加入している40歳から74歳になる方に対して特定健康診査を、30歳・35歳
になる方に対して節目健診を、糖尿病等生活習慣病への早期介入および重症化予防のために①医療機関健
診、②集団健診、③日帰りドック健診（30歳・35歳は除く）の日程で実施します。
　※吉野川市国民健康保険に加入している今年度75歳になられる方の健康診査については、徳島県後期高齢者医療
　　広域連合と協議中です。決定後、広報よしのがわでお知らせいたします。

問診・身体計測・理学的検査・血圧測定・尿検査
血液検査【脂質検査・肝機能検査・腎機能検査・糖尿病検査】
貧血検査（医師の判断に基づき実施）・心電図（前年の結果および医師の判断に基づき実施）
眼底検査（前年の結果および医師の判断に基づき実施）

基本的な健診項目

健診日程

健診日程

7月～11月 1,000円

場　　所 検査名 個人負担金 申込受付期間 確認先

場　　所
午　　前 午　　後 夜　　間
8:30～10:30 13:30～15:30 18:00～20:00

検査名 個人負担金 申込受付期間 確認先

詳細な健診項目

特定健康診査・節目健診検査項目

①医療機関健診

②集団健診…【がん検診については、14ページをご覧ください】
　※申し込みが必要です   

③日帰りドック健診…【すべての検査項目を受診していただきます】
　※申し込みが必要です   

6月下旬～7月上旬に送
付する受診券に同封の
「実施機関一覧表」で確
認をお願いします。

川島公民館
美郷ふるさとセンタ－

鴨島公民館

山川公民館
鴨島公民館

鴨島公民館
山川公民館

鴨島公民館
川島老人福祉センタ－

山川公民館

山川公民館
鴨島公民館

8月　5日（水）
8月19日（水）
8月23日（日）
9月　7日（月）
9月16日（水）
11月 26日（木）

7月　8日（水）

8月　5日（水）

9月　2日（水）

8月13日（木）

8月27日（木）

10月20日（火）

実施している曜日・時
間帯・予約が必要かど
うかなどを必ず医療機
関に確認してください。

●共通項目
問診・身体計測・血圧測定・
尿検査・血液一般・血中脂
質・糖尿病検査・肝機能検
査・腎機能検査・すい臓検
査・心電図・眼底検査・腹
部超音波検査・肺検査・胃
検査・便検査
●徳島検診クリニック（男
性：前立腺がん検診・女性：
骨粗しょう症検査）
●徳島県農村健康管理セン
ター（視力検査・聴力検査・
血清蛋白・腫瘍マーカー）

5月27日（水）～29日（金）
8時30分～17時15分まで
【注意事項】
・定員は各日とも40人
・申し込みは専用電話（先着順）
  のみとなります。
※窓口での受け付けはいたしません
・徳島検診クリニック実施分は
市役所各庁舎から送迎バス
（無料）　を運行します。送迎（無
料）バスによる受診にご協力
お願いします。

7月1日（水）～
各健診日の
2週間前まで

8時30分～
17時 15分まで
（土・日・祝日は除く）

「実施機関一覧
表」で確認をお
願いします。

特定健康診査
または
節目健診

1,000円

11,500円

特定健康診査
または
節目健診

申込専用
電話

※申込期間
のみ、つな
がります。

徳島検診
　　　クリニック

徳島市南田宮
　　4丁目8-56

徳島県農村健康　
　　管理センター

阿波市阿波町
　平川原北59-1

国保
年金課

☎ 22
2206

検査総額
28,920円

15,000円

検査総額
37,500円たんぱく しゅよう
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２
月
17
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
神

戸
さ
ん
ち
か
で
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
阿
波
・
吉
野
川

市
観
光
対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阿
波
・
吉
野
川
市
観
光
対
策
協

議
会
は
、
観
光
振
興
を
目
的
と
し

た
事
業
の
一
環
と
し
て
県
外
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
今

回
で
平
成
20
年
度
は
３
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
多
く
の
人
が
に
ぎ

　

２
月
17
日
、
鴨
島
町
麻
植
塚
の

宮
本
ツ
ヤ
子
さ
ん
、
３
月
１
日
、

山
川
町
前
川
の
伊
勢
イ
ソ
子
さ
ん

が
、
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
市

や
県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
、
昔
は
家
業
の
機

織
り
工
場
を
切
り
盛
り
し
、
頼
ら

　

３
月
15
日
、
鴨
島
運
動
場
を
発

着
点
と
し
、
吉
野
川
沿
い
の
堤
防

◆
入
賞
者
◆

 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

男
子
16
〜
39
歳

１
位　

藤
原　

康
至　
（
上
板
町
）

２
位　

石
川　

佳
彦　
（
鳴
門
市
）

３
位　

香
川　

和
也　
（
藍
住
町
）

男
子
40
歳
以
上

１
位　

湯
口　

武
夫　
（
阿
南
市
）

２
位　

鮎
川　
　

進（
吉
野
川
市
）

３
位　

大
上　

義
仁　
（
徳
島
市
）

女
子
16
〜
39
歳

１
位　

武
本　

尚
美　
（
阿
南
市
）

２
位　

寺
田　

依
里　
（
徳
島
市
）

３
位　

佐
藤　

祐
子（
吉
野
川
市
）

女
子
40
歳
以
上

１
位　

鵜
飼　

淳
子　
（
徳
島
市
）

２
位　

村
澤
久
視
子　
（
徳
島
市
）

３
位　

井
上
真
理
子   

（
香
川
県
）

 
10
㎞

男
子
16
〜
39
歳

１
位　

原　
　

線
李　
（
徳
島
市
）

２
位　

岡
本　

英
伯（
小
松
島
市
）

３
位　

白
井　

秀
昇　
（
香
川
県
）

男
子
40
歳
以
上

１
位　

木
下　
　

功　
（
香
川
県
）

２
位　

寺
尾　

行
雄　
（
徳
島
市
）

３
位　

下
地　

崇
弘　
（
香
川
県
）

女
子
16
〜
39
歳

１
位　

原
田　

佳
那　
（
徳
島
市
）

２
位　

岡
本　

英
子（
小
松
島
市
）

３
位　

稲
毛　

聡
美　
（
香
川
県
）

女
子
40
歳
以
上

１
位　

大
久
保
広
美　
（
香
川
県
）

２
位　

村
井　

孝
子　
（
香
川
県
）

３
位　

井
上　

本
恵　
（
北
島
町
）

 

３
㎞

男
子
中
学
生

１
位　

川
原　

直
樹　
（
三
好
市
）

２
位　

佐
藤　
　

慎　
（
美
馬
市
）

３
位　

臼
田　

祐
基　
（
徳
島
市
）

女
子
中
学
生

１
位　

中
川　

真
結（
東
み
よ
し
町
）

２
位　

多
田　

朱
里（
吉
野
川
市
）

３
位　

河
野　

由
夏（
吉
野
川
市
）

男
子
小
学
生

１
位　

虎
谷　

将
太　
（
阿
波
市
）

２
位　

南　
　

康
平　
（
徳
島
市
）

３
位　

冨
本　
　

航（
吉
野
川
市
）

女
子
小
学
生

１
位　

中
山　

紗
希　
（
香
川
県
）

２
位　

大
休　

史
織　
（
香
川
県
）

３
位　

米
澤　

実
穂　
（
鳴
門
市
）

鴨島運動場をスタート 伊勢イソ子さん 宮本ツヤ子さん

神戸さんちかで、吉野川市を広くPR

百
歳
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
！わ

う
な
か
、
観
光
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
サ
ン
プ
ル
品
、
梅
の
枝
、

洋
ラ
ン
を
配
布
し
、
阿
波
市
・
吉

野
川
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

れ
る
こ
と
も
多
く
、周
囲
か
ら「
は

た
や
の
ツ
ヤ
さ
ん
」
と
慕
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
新
聞
を
読
む

の
が
日
課
で
、
踊
り
も
得
意
で
す
。

伊
勢
さ
ん
は
、
近
所
の
方
々
の
温

か
い
見
守
り
も
あ
り
、
自
宅
で
一

人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
県
内

に
住
む
娘
さ
ん
た
ち
が
買
い
物
を

手
伝
う
ほ
か
は
、
家
事
は
ほ
と
ん

ど
自
分
で
し
て
い
ま
す
。
２
人
と

も
庭
の
草
取
り
を
す
る
な
ど
お
元

気
で
す
。
誕
生
日
に
は
子
ど
も
た

ち
に
祝
福
さ
れ
て
、
笑
顔
で
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
29
人
（
女
性
28
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

を
コ
ー
ス
と
し
た
第
８
回
吉
野
川

市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
過
去
最
多
の
１
４

３
３
人
の
参

加
が
あ
り
、

小
学
生
か
ら

78
歳
ま
で
の

ラ
ン
ナ
ー
が

健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

手を取り仲良くゴール
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美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
開
催
中
の
３
月
１

日
、
美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園
を
発
着

点
に
し
た「
梅
の
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
の
香
り

が
漂
う
花
の
中
を
、
家
族
連
れ
な

ど
約
９
０
０
人
が
散
策
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
３
㎞
か
ら
10
㎞
の
４

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し

た
。
途
中
の
休
憩
所
で
は
接
待
な

ど
も
あ
り
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
お
弁

当
を
広
げ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
終
了
後
に
は
、
参
加

賞
と
し
て
美
郷
の
特
産
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
美
郷
の

春
を
満
喫
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

ぽかぽか陽気の中、お弁当を広
げる参加者

美
郷
で
花
見
ウ
ォ
ー
ク

家
族
連
れ
ら
9
0
0
人

が
梅
園
散
策
を
楽
し
む

●問い合わせ　市鴨島環境センター　  ○24 5697
　　　　　　　市西環境センター　　  ○42 5333

☎
☎

ましたましたましたましたました
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軽
自
動
車
税
の
減
免

徳
島
県
外
で
の
出
産
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
へ

介
護
保
険
料
を
年
金
天
引
き
で

納
め
て
い
る
方
へ

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　

次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
申

請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。（
た
だ
し
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
に
限
り
ま
す
）

※
平
成
21
年
度
の
減
免
申
請
は
５
月
25

日
㈪
ま
で
に
税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

降
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
（
１
台
に
限
る
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
免
許
証
・
車
検

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

（
本
人
運
転
・
家
族
運
転
に
よ
っ
て
必

要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
）

※
本
人
運
転
の
場
合
は
車
両
が
変
更
に

な
る
と
再
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
家

族
運
転
の
場
合
は
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。

②
身
体
障
害
者
等
の
利
用
の
た
め
に
構

妊
婦
お
よ
び
乳
児
一
般
健
康
診
査
費
の

助
成
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
４
月
１
日
受
診
分
か
ら
、

里
帰
り
出
産
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
委

託
医
療
機
関
以
外
で
受
診
し
た
場
合
、

吉
野
川
市
が
負
担
す
る
額
を
上
限
と
し

て
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※
最
後
に
健
診
を
受
け
た
日
か
ら
６
か

月
以
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車
い

す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造

を
確
認
で
き
る
写
真
な
ど

市
税
務
課　

課
税
第
２
係☎

㉒
２
２
１
５

　

年
金
天
引
き
の
方
は
、
年
金
支
給
の

際
に
介
護
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
、
納

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
、
６
月
、
８
月
の
年
金
か
ら
の

天
引
き
額
は
、
原
則
と
し
て
平
成
21
年

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
の
委
嘱

に
よ
り
、
地
域
に
発
生
す
る
行
政
問
題

な
ど
の
相
談
に
対
し
必
要
な
助
言
を

し
、
ま
た
解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
と

の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
21
年
度
か
ら
２
年
間

で
、委
嘱
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

○

山　

昌
生
さ
ん
（
鴨
島
町
）

○
吉
川　

和
良
さ
ん
（
川
島
町
）

○
藤
森　
　

勲
さ
ん
（
山
川
町
）

○
樫
本　

和
子
さ
ん
（
美
郷
）

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。

バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す

吉
野
川
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/index.asp　
　

問
い
合
わ
せ　

市
秘
書
企
画
課
☎
㉒
２
２
２
１

２
月
と
同
じ
額
で
す
。

　

保
険
料
が
確
定
し
た
後
（
７
月
）
に

精
算
し
、
残
額
を
10
月
、
12
月
、
翌
年

２
月
の
年
金
か
ら
均
等
に
差
し
引
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
方
法
で
前
半
期
と
後
半
期
の
差

が
大
き
す
ぎ
る
方
は
、
６
月
、
８
月
天

引
き
分
で
調
整
し
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
、個
別
に
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
。

市
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

☎
㉕
６
６
２
６

平成21年4月時点

平成21年7月時点

H20.12月分

保険料確定　59,700円

合計　59,700円

59,700円－（10,000円×3回）＝29,700円
29,700円÷3回＝9,900円

H21.2月分

H20.12月分 H21.2月分

同　額

H22.2月分
10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

例えば…

4月分 6月分 8月分 10月分 12月分

4月分 6月分 8月分 10月分 12月分

H22.2月分
10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 9,900 9,900 9,900

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
健
康
推
進
課　

      

☎
㉕
６
６
１
５
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
募
集

　

今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が

約
50
％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震

の
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
住
宅
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に
よ
り

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工

法
や
２ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

×
４
工
法
は
除
く
）

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅
（
併
用

住
宅
、共
同
住
宅
・
長
屋
、借
家
を
含
む
）

④
吉
野
川
市
内
に
あ
り
現
在
、
居
住
し

て
い
る
住
宅

申
込
受
付
期
間

平
成
22
年
２
月
26
日
㈮
ま
で

募
集
戸
数　

１
２
０
戸
（
予
定
）

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
対
象
戸

数
を
満
た
し
た
時
点
で
募
集
を
終
了
し

ま
す
。

自
己
負
担
金

●
１
戸
建
て　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

●
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

申
込
方
法　

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役

所
２
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類

を
添
え
て
都
市
計
画
住
宅
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
込
書

②
添
付
書
類

●
外
観
写
真
（
Ｌ
版
２
枚
）

●
住
宅
の
位
置
を
示
す
地
図
（
住
宅
地

図
等
の
コ
ピ
ー
可
）

●
建
築
時
期
の
わ
か
る
書
類
（
建
築
確

認
通
知
書
、
建
物
の
登
記
簿
、
家
屋
固

定
資
産
税
課
税
明
細
書
、
そ
の
他
）

●
共
同
住
宅
・
長
屋
に
つ
い
て
は
、
入

居
者
全
員
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
同
意

書耐
震
改
修
補
助
支
援
事
業
も
募
集
！

　

平
成
16
年
度
か
ら
本
年
度
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合

評
点
が
0.7
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

耐
震
改
修
を
希
望
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い

て
工
事
費
用
の
３
分
の
２
（
最
高
60
万

円
ま
で
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
補

助
し
ま
す
。
受
付
期
間
は
耐
震
診
断
と

同
期
間
で
先
着
順
と
し
、
募
集
戸
数

（
10
戸
）
を
満
た
し
た
時
点
で
終
了
し

ま
す
。

補
助
対
象

①
調
査
ま
た
は
除
去
工
事
を
行
う
建
築

物
の
所
有
者
等
で
あ
っ
て
、
市
税
の
滞

納
の
な
い
方

②
吉
野
川
市
内
の
建
築
物

③
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
ま
た
は
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
吹
き
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

に
限
る

④
調
査
は
③
の
吹
き
付
け
材
に
つ
い
て

の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
有
無
に
係
る
分

析
調
査

⑤
除
去
工
事
は
③
の
吹
き
付
け
材
に
つ

い
て
除
去
を
行
う
も
の

募
集
戸
数

●
調
査　

戸
数
制
限
な
し

●
除
去
工
事　

１
件

申
込
受
付
期
間

平
成
22
年
２
月
26
日
㈮
ま
で

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
募
集
戸

数
を
満
た
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

　

次
の
金
額
を
上
限
と
す
る

●
調
査
補
助
金　

25
万
円

●
除
去
補
助
金　

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
の
額
（
最
高
２
０
０
万
円
ま
で
、

千
円
未
満
切
り
捨
て
）

申
込
方
法

　

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２
階
）

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
関
係
書
類
を
添
え
て
都
市

計
画
住
宅
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
都
市
計
画
住
宅
課　

建
築
営
繕
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
２
５

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調

査
・
除
去
工
事
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

やめようポイ捨て！　わたしたちのまちを美しく

広
報
誌
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

「
広
報
よ
し
の
が
わ
」は
市
内
の
全
世
帯
に
約
１
８
０
０
０
部
配
布
さ
れ
て
お
り
、大
き
な
宣
伝
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。企
業
や
商
品
の
宣
伝
に
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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問
い
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せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

202009年（平成21年）4月8日

広報よしのがわ

民
間
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の

該
当
者
募
集

統
計
調
査
登
録
調
査
員
募
集

　

地
震
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
等
の
災

害
を
防
止
す
る
た
め
、
民
間
建
築
物
の

耐
震
診
断
を
行
う
所
有
者
等
に
対
し
、

市
が
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
者

　

耐
震
診
断
を
行
う
建
築
物
の
所
有
者

等
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

対
象
建
築
物

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
１
戸
建
て
住
宅･

長
屋
を
除
く
住

宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）
お
よ
び
建
築
物

耐
震
診
断
補
助
金

　

補
助
対
象
額（
基
準
㎡
単
価
×
延
面
積
）

の
３
分
の
２
の
額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

募
集
棟
数　

２
棟

申
込
受
付
期
間　

平
成
21
年
12
月
25
日
㈮
ま
で

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
募
集
棟

数
を
満
た
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２
階
）

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
実
施
計
画
書
等
添
付
書
類

　

９
月
下
旬
に
金
婚
（
50
周
年
）・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
の
記
念
式

典
を
実
施
し
ま
す
。
吉
野
川
市
民
で
該

当
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
に
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
基
準

☆
金
婚（
50
周
年
）該
当
者

　

昭
和
34
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
60
周
年
）該
当
者

　

昭
和
24
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
申
し
込
み
の
際
に
は
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外

の
方
は
、
申
込
書
と
一
緒
に
、
戸
籍
謄

本
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
式
典
時
に
ご
健
在
な
ご
夫
婦
の
み
該

当
と
な
り
ま
す
。

を
添
え
て
、
都
市
計
画
住
宅
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

市
都
市
計
画
住
宅
課　

建
築
営
繕
係　

　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
２
５

　

吉
野
川
市
で
は
、「
登
録
調
査
員
」と

し
て
各
種
統
計
調
査
の
業
務
に
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
に
は
、
国
勢
調
査
や
農
林

業
セ
ン
サ
ス
な
ど
が
あ
り
、
１
年
間
に

２
〜
３
種
類
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
統

計
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
が
行
政
施
策
を
企
画
・
立

案
す
る
上
で
、
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
成
22

年
度
以
降
の
記
念
式
で
お
祝
い
し
ま
す
。

合
併
前
の
各
町
村
で
表
彰
さ
れ
て
い
る

方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
込
締
切　

７
月
31
日
㈮

申
込
方
法　

福
祉
総
務
課
（
川
島
庁
舎

１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
福
祉
総
務
課　

高
齢
福
祉
係　

☎
㉕
２
１
１
１

登
録
の
資
格
要
件

①
年
齢
が
20
歳
以
上
の
方 

②
統
計
調
査
に
熱
意
の
あ
る
方 

③
実
際
に
調
査
に
従
事
で
き
る
方 

④
居
住
地
ま
た
は
勤
務
地
が
市
内
の
調

査
に
便
利
な
場
所
で
あ
る
こ
と 

⑤
租
税
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
に
従
事
し

て
い
な
い
こ
と 

⑥
選
挙
関
係
者
で
な
い
こ
と 

主
な
業
務　

調
査
対
象
を
訪
問
し
、
調

査
票
な
ど
を
配
布
・
回
収
す
る
仕
事 

報
酬　

統
計
調
査
員
に
は
、
調
査
活
動

の
対
価
と
し
て
、
そ
の
都
度
定
め
ら
れ

た
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
報
酬
は
給
与
所
得
と
な
り

ま
す
の
で
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、秘

書
企
画
課（
市
役
所
３
階
）に
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。後
日
、調
査
員
登
録
申
請
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、秘
書
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
６-

８
６
１
１　

吉
野
川
市
鴨

島
町
鴨
島
１
１
５-

１

吉
野
川
市
秘
書
企
画
課　

統
計
調
査
係

　

☎
㉒
２
２
２
１

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す

吉
野
川
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ

21 2009年（平成21年）4月8日

広報よしのがわ

　

平
成
21
年
度
も
行
政
相
談
委
員
と
司

法
書
士
会
に
よ
る
相
談
業
務
を
行
い
ま

す
。
行
政
に
関
す
る
要
望
や
問
題
、
身

の
回
り
に
お
こ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
広

報
誌
28
ペ
ー
ジ
に
直
近
の
相
談
日
を
記

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

行
政
相
談
（
行
政
相
談
委
員
）

市
役
所
（
第
２
木
曜
日
午
前
９
時
〜
）

／
川
島
公
民
館
（
第
１
火
曜
日
午
後
１

時
〜
）
／
山
川
庁
舎
（
第
１
月
曜
日
午

前
10
時
〜
）
／
美
郷
庁
舎
（
第
３
木
曜

日
午
後
１
時
〜
（
偶
数
月
）

※
各
相
談
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
週
に

変
更

法
律
相
談
（
司
法
書
士
会
）

市
役
所
（
第
３
金
曜
日
午
前
10
時
〜
）

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

相
談
業
務
の
実
施
に
つ
い
て

早期発見・報告で、高齢者虐待を防ぎましょう！

　介護保険事業は、介護保険法の規定に基づき、3年ごとに
計画内容の見直しを行っています。
　今回の見直しで、平成21年度から23年度の介護保険料が、
下の表のように改定されました。改定にあたり、今回は保険
給付費の試算に次の3つの要素が加わっています。
①高齢層の増加、若年層の減少に伴い、第1号被保険者（65
歳以上）の負担率が、19％から20％になりました。（図1）
②介護報酬（介護サービス費）が約3％アップします。これ
に伴う保険料の上昇を抑えるため、国から臨時特例交付金が
交付されます。
　この交付金により、介護報酬アップ分による影響は、半分
に抑えることができます。
③保険料の区分の第4段階の中で、特例の軽減措置がとられ
ます。新たに「公的年金＋合計所得金額が80万円以下」と
いう区分を設け、低所得者に配慮した設定を行いました。（図
2）
　さて、以前に広報よしのがわでお知らせしましたように、
総人口は徐々に減少、65歳以上人口（第１号被保険者）は
年々増加しており、高齢化率は上昇すると予想されます。ま
た、介護認定者数も増加、しかも介護度が重度の方が特に増
加すると思われます。
　したがって、介護サービス給付費も、右図の示すとおり、
今後も増加の一途をたどることが予想されます。（図3）
　これらの状況を踏まえ、新しい介護保険料が算出されました。
　介護が必要になっても、できるだけ住み慣れた地域で安心して暮らせるようにするためには、介護サービス
が必要です。そして、この介護サービスは、皆さんの介護保険料や税金で支えられています。
　皆さんのご理解をお願いします。なお、一人ひとりの保険料額については、7月上旬に個人通知します。

広
報
誌
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

「
広
報
よ
し
の
が
わ
」は
市
内
の
全
世
帯
に
約
１
８
０
０
０
部
配
布
さ
れ
て
お
り
、大
き
な
宣
伝
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。企
業
や
商
品
の
宣
伝
に
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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65歳以上の方の介護保険料が新しくなります！
図①

図②

図③

平成21年度～平成23年度

平成18年度～平成20年度

吉野川市介護サービス給付費

第4段階の一部（保険者の判断により、新たに認定可能とする。）
本人が市町村民税非課税（世帯に課税者がいる）で、本人年金収入
80万円以下等

（基準額×）

収入

第2段階 第3段階

（億円）

H18 H19 H20
決算額、決算見込額、計画額

H21 H22 H23
　（年度）

第6段階

市町村民税
本人課税
第5段階

⬇

1.5
1.25
1.0
0.75
0.5

国
25.0％

国
25.0％

都道府県負担金
12.5％

都道府県負担金
12.5％

市町村
負担金
12.5％

市町村
負担金
12.5％

第1号第1号
被保険者被保険者
の保険料の保険料
20.0％20.0％

第1号第1号
被保険者被保険者
の保険料の保険料
19.0％19.0％

第2号
被保険者
の保険料
30.0％

第2号
被保険者
の保険料
31.0％

公費公費

保険料

保険料

第1号
被保険者
の保険料
20.0％

第1号
被保険者
の保険料
19.0％

引き下げ

第1段階第1段階
市町村民税本人非課税市町村民税本人非課税
第4段階第4段階第1段階

市町村民税本人非課税
第4段階

32

34

36

38

40

42

区分 対象となる方 保険料（年額）
第1段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金受給者または生活保護の受給者 29,800円
第2段階 本人および世帯全員が市民税非課税かつ課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下の方 29,800円
第3段階 本人および世帯全員が市民税非課税で、第2段階に該当しない方 44,700円

第4段階 4段階のうち、本人の公的年金等収入＋合計所得金額が80万円以下の方 53,700円
本人が市民税非課税で、同じ世帯に市民税課税者がいる方 59,700円

第5段階 本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が200万円未満の方 74,600円
第6段階 本人が市民税課税で、本人の合計所得金額が200万円以上の方 89,500円

平成21年度～23年度　介護保険料
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問
い
合
わ
せ

連
絡
先

問
い
合
わ
せ

222009年（平成21年）4月8日

広報よしのがわ

コンポスト（堆肥）化で「生ごみ」ゼロをめざしましょう！

出
演
者　

ピ
ュ
ア
（
小
山
光
世
ほ

か
）、
ま
え
だ
さ
と
し

と
き　

４
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
美
術
館

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗
に

鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ
ュ

ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

行
動
、
思
考
力
低
下
な
ど
を
引
き

起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

※
大
麻
の
乱
用
は
重
い
罪
に
な
り

ま
す
。

吉
野
川
保
健
所  

☎
㉔
１
１
１
４

　

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」

は
、
あ
へ
ん
法
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱

用
は
、
単
に
乱
用
者
自
身
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭
の
崩
壊
、

殺
人
、
放
火
等
悲
惨
な
事
件
の
原

因
に
も
な
り
、
社
会
全
体
の
問
題

へ
と
発
展
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。

　

発
見
し
た
場
合
、
土
地
の
所
有

者
・
管
理
者
の
責
任
に
お
い
て
、

抜
き
取
り
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

※
「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」

の
見
分
け
方
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

吉
野
川
保
健
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

　

大
麻
は
、
大
麻
取
締
法
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
所
持
、
栽
培
、
譲
り

受
け
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
麻
を
乱
用
す
る
と
、
気
管
支

を
痛
め
た
り
、「
大
麻
精
神
病
」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
妄
想
や
異
常

「
植
え
て
は
い
け
な
い

け
し
」
を
見
つ
け
た
ら

除
去
し
ま
し
ょ
う

第
1
1
4
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

巡
回
職
業
相
談

大
麻
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

と
き　

５
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室
（
申
込
者
が

多
数
の
場
合
ホ
ー
ル
で
開
催
）

講
師　

徳
島
地
方
裁
判
所

申
込
方
法　

４
月
22
日
㈬
か
ら
、

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

に
よ
り
初
日
の
日
程
が
違
い
ま
す
。

日
程
表
の
確
認
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
）

講
座
内
容　
　

 

（　

）
内
は
定
員

○
よ
ち
よ
ち
ひ
ろ
ば
（
乳
幼
児
と

保
護
者
１
０
０
組
）

　

リ
ズ
ム
体
操
、
工
作
、
紙
芝
居

な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
菊
作
り
講
座
（
50
人
）

　

美
し
く
、
立
派
な
菊
の
育
て
方

を
学
習
し
ま
す
。

○
オ
カ
リ
ナ
講
座
（
30
人
）

　

澄
ん
だ
音
色
で
人
々
の
心
を
癒

す
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
方
法
を
学

び
ま
す
。

○
阿
波
忌
部
と
地
域
の
歴
史
講
座

（
60
人
）

　

忌
部
一
族
を
は
じ
め
、
地
域
の

歴
史
や
民
話
を
勉
強
し
ま
す
。

○
日
本
画
講
座
（
20
人
）

　

初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
描
け

る
日
本
画
を
行
い
ま
す
。

○
や
さ
し
い
経
済
講
座
（
60
人
）

　

知
ら
な
け
れ
ば
損
を
す
る
身
近

な
経
済
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
新

た
に
証
券
会
社
の
方
か
ら
の
話
も

あ
り
ま
す
。

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

（
60
人
）

　

日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
疑
問

を
解
決
し
ま
す
。

○
健
康
講
座
（
60
人
）

　

市
内
の
方
は
ど
な
た
で
も
受
講

で
き
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
24
日
㈮
か
ら

（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
終

了
）

実
施
開
始　

５
月
か
ら
（
各
講
座

　

健
康
に
関
す
る
話
、
体
操
等
を

行
い
ま
す
。

○
ヨ
ー
ガ
講
座
（
80
人
）

　

年
齢
に
関
係
な
く
無
理
な
く
始

め
ら
れ
る
運
動
で
す
。

○
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン
講
座

（
15
人
）

　

ト
ー
タ
ル
メ
イ
ク
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
び
ま
す
。

○
三
味
線
講
座
（
20
人
）

　

初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
習

え
ま
す
。

○
防
災
講
座
（
60
人
）

　

南
海
地
震
や
東
南
海
地
震
に
つ

い
て
、
災
害
発
生
時
の
対
応
な
ど
。

※
ほ
か
に
も
新
し
く
次
の
生
涯
学

習
教
室
が
加
わ
り
ま
す
。

　

太
極
拳
、
木
目
込
人
形
、
ち
ぎ

り
絵
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
お

菓
子
作
り

申
込
方
法　

鴨
島
公
民
館
事
務
室

に
て
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
講
座
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
公
民
館
、
市
役

所
・
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）、
鴨
島
町
内
の
量
販
店
に

設
置
し
て
い
ま
す
。　

鴨
島
公
民
館　

   

☎
㉔
５
１
１
１

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

４
月
20
日
㈪
、
５
月
11
日

㈪
・
18
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

４
月
８
日
㈬
、
５
月
13
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

平
成
２１
年
度
鴨
島
公
民
館

生
涯
学
習
講
座
受
講
生
募
集

裁
判
員
制
度　

模
擬
裁
判
体
験
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広報よしのがわ

国
民
年
金
だ
よ
り

の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
、離
職
票
等
）を
ご
持
参

の
上
、国
保
年
金
課（
市
役
所
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課（
川
島
・
山
川・

美
郷
）で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
追
納
の
お
す
す
め

　

過
去
10
年
以
内
な
ら
、
免
除
を

受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
こ

と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が

つ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
追
納

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
へ
の
ご
回
答
は

お
済
み
で
す
か
？

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
の
内
容
を
十
分
に

確
認
の
上
、
必
ず
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。
ご
自
身
の
お
勤
め
先

や
資
格
取
得
年
月
日
・
資
格
喪
失

年
月
日
の
誤
り
が
な
い
か
な
ど
。

①
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と

同
じ

　

免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、

保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比

較
し
て
３
分
の
１
と
な
り
ま
す

②
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障

　

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
の
障
害
年
金
や
、
一
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年

金
な
ど
、
免
除
承
認
期
間
に
つ
い
て

は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す

③
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査

  

特
例
免
除
と
は
、
通
常
で
あ
れ

ば
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
所
得

を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

す
。（
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
保
険

料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

☆
手
続
き

  

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度

ま
た
は
前
年
度
に
退
職
（
失
業
）

の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
、印
鑑
、失
業
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関

国
民
年
金
保
険
料
は
、退
職（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

１
人
ひ
と
り
違
っ
た

       

花
を
咲
か
せ
よ
う

―
川
島
地
区

　
　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

　

自
ら
が
１
人
の
人
間
と
し
て
大

切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を

持
つ
こ
と
は
、
互
い
の
人
権
を
尊

重
す
る
態
度
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
川
島
地
区
人
権
教
育
推

進
協
議
会
は
、
日
々
の
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
、
自
分

や
周
り
の
人
の
人
権
が
大
切
に
さ

れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
21
日
に
、
吉
野
川
市
立
川

島
中
学
校
で
生
徒
た
ち
に
よ
る
人

権
劇
「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。『
太

平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
で
唯

一
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
地
、
沖
縄
。

そ
の
沖
縄
の
ガ
マ
に
残
る
記
憶
が

63
年
た
っ
た
今
も
、
１
人
の
老
人

を
苦
し
め
て
い
る
…
。』
ひ
と
た

び
戦
争
が
起
こ
れ
ば
、
人
間
個
々

の
思
い
や
夢
な
ど
無
残
に
打
ち
砕

か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。『
生
き
る

た
め
の
判
断
』
や
『
命
を
守
る
こ

と
の
情
報
』
さ
え
も
、
意
味
を
な

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
じ

い
ち
ゃ
ん
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
劇
の
最
後
に
、『
私

た
ち
は
、
敵
味
方
な
く
、
戦
争
で

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。
戦
争
の
な
い
地
球
に

な
る
よ
う
１
人
ひ
と
り
違
っ
た
花

を
咲
か
せ
ま
す
。』
と
、
出
演
し

た
生
徒
た
ち
が
大
き
な
声
で
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

地
区
の
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
毎
年
こ
の
人
権
劇
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
今
年
も
感

動
を
共
有
し
、「
生
命
こ
そ
が
最

上
の
も
の
だ
」
と
、
確
認
し
合
い

ま
し
た
。

　

10
月
５
日
に
は
、
高
知
県
立
宿

毛
工
業
高
等
学
校
の
森
本
悦
夫
先

生
に
来
て
い
た
だ
き
、
演
題
「
命

を
輝
か
せ
た
い
」
で
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
講
演
で

は
、
差
別
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
差
別
を
な
く
す
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
そ
し
て
、
自
分

は
ど
う
行
動
す
べ
き
な
の
か
と
い

う
こ
と
な
ど
を
考
え
る
き
っ
か
け

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
一
同
、
命

の
重
み
や
輝
き
に
つ
い
て
共
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
１
人
ひ
と
り
が
自
分

の
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
花
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
、
川
島
地
区
人
権

教
育
推
進
協
議
会
は
、
地
域
ぐ
る

み
の
人
権
教
育
啓
発
活
動
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

市立川島中学校の生徒たちによる人権劇

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル   

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３



　歳を重ねても今まで以上に生活や趣味を楽しみたいと思っている方は多いはずで
す。『介護予防』とは、できる限り要介護状態にならないようにする、たとえ要介護
状態になってもそれ以上悪化しないようにする取り組みです。

　『介護予防のための基本チェックリスト』で、生活する上で弱ってきているところ
がないか、など生活機能の状態をチェックすることができます。
　まずは、ご自身の生活を振り返り、基本チェックリストを記入してみましょう！

4つの　　　のいず
れかに該当すると生
活機能の低下のおそ
れがあります。

★上記4項目の
　　　　　　　の
合計が10点以上

あなたの結果は？
○をつけてください。

次のページをご覧
ください。

※ 『こころ』の項目で、『はい』にいくつか○が付き、お悩みがある方は市介護保険課地域支援係にご相談ください。

0.は　い

0.は　い

0.は　い

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.いいえ

0.は　い

0.は　い

0.は　い

0.は　い

0.は　い

0.は　い

0.いいえ

0.いいえ

0.は　い

0.いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.は　い

1.は　い

1.は　い

1.は　い

1.は　い

1.は　い

1.は　い

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.いいえ

1.は　い

1.は　い

1.いいえ

1.は　い

※BMI（＝体重 （kg）÷身長 （m）÷身長 （m） ）が18.5未満の場合は「はい」とします。
※BMIが22.0の方が、もっとも生活習慣病にかかりにくいとされています。

★次の質問に答えて、網かけの列についている「　」の数を数えてみましょう。

～介護予防のための『基本チェックリスト』～

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

階段を手すりや壁をつたわらずに上っていますか

いすに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

15分くらい続けて歩いていますか

この1年間に転んだことがありますか　

転倒に対する不安は大きいですか

6カ月間で2～3kg以上の体重減少がありますか

身長　　　　  cm     体重　　　　kg（BMI　　　　　　　）

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

バスや電車を利用して1人で外出していますか

日用品の買い物をしていますか

預貯金の出し入れをしていますか

友人の家を訪ねていますか

家族や友人の相談にのっていますか

週に1回以上は外出していますか

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

周りから「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

今日が何月何日かわからないときがありますか

（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない

（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる 

（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思わない

（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

　※『できる・できない』ではなく、『している・していない』が大事です。

運動機能A

点

A

★　　の項目で3点以上A
栄　養B

点

B

★　　の項目で2点以上B

点

口腔（こうくう）機能C

C

点

点

★　　の項目で2点以上C生活機能全般D

D

こころE

A B C D+ + +

A B C D

この項目に○がつくと1点です。

65歳以上歳以上

の方への方へ
65歳以上
の方へ

生活の中で弱ってきているところはありませんか？

要介護・要支援の認定を受けていない65歳以上の方は
『介護予防のための基本チェックリスト』を記入してみましょう！

該 当　非該当
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　本市では、日ごろの生活習慣等から要介護状態となるおそれがある方向けの介護
予防事業（特定高齢者施策事業）を実施しています。

●このような事業を開催しています。→【通所型介護予防事業】…日常生活において、
その人がもともと身につけていた運動能力を取り戻すため、個別プログラムに沿って毎
週１回、市内事業所で運動機能・栄養改善・口腔ケア向上などの集団指導を行います。

該当項目があり、事業に参加を希望される方は、利用が適切かどうかの検査（生活機能検
査）が必要です。市介護保険課地域支援係（☎ 25 6627）までお気軽にご相談ください。

生活機能の低下が考えられます。生活機能の低下が考えられます。

虚弱にならないように、現在の状態を維持・管理するため介護予防に努めましょう。本市では、高
齢者がどなたでも参加ができる介護予防事業（一般高齢者施策事業）を実施しています。機会があ
ればぜひご参加ください。（介護予防教室、筋力アップ教室など）

該当に○が
ついた方は…

健康状態の維持・管理ができています。健康状態の維持・管理ができています。非該当に○が
ついた方は…

どなたでも
参加できます！

4月・5月の介護予防教室

4　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

8 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

栄 養 改 善 講 座
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 口腔（こうくう）ケア

13 月 9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 立石公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

14 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

15 水 9：30～10：30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川　島 口 腔 ケ ア
16 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
20 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 栄 養 改 善 講 座

21 火 9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 栄 養 改 善 講 座
13：30～14：30 湯立会館 山　川 口 腔 ケ ア

22 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 口 腔 ケ ア
23 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島

24 金 9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 口 腔 ケ ア

27 月 9：30～10：30 鴨島南部老人憩の家 鴨　島 口 腔 ケ ア
13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

28 火 9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 口 腔 ケ ア
9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

5　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 金 9：30～10：30 川島公民館岡山分館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

介 護 予 防 体 操
7 木 9：00～10：00 忌部農業構造改善センター 山　川 栄 養 改 善 講 座
8 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 口 腔 ケ ア

11 月 9：30～10：30 南町集会所 山　川 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 栄 養 改 善 講 座

12 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島

13 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 栄 養 改 善 講 座
15 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
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介護が必要にならないように健康で生き生きとした生活をおくりましょう！
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
4
月
、5
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
４

月
30
日
㈭
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
４
月
28
日
㈫
、
５
月
29
日
㈮
）

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
５

月
６
日
㈬
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
４
月
30
日
㈭
、
５
月
29
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

４
月
11
日
㈯
、
５
月
９
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

４
月
18
日
㈯
、
５
月
２
日
㈯
・
16

日
㈯
・
30
日
㈯
の
午
後
２
時
か
ら

（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
４
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
４
月
10
日
㈮
・
17

日
㈮
・
24
日
㈮
、
５
月
１
日
㈮
・

８
日
㈮
・
15
日
㈮
・
22
日
㈮
・
29

日
㈮

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
新
刊
情
報

『
屋
上
ミ
サ
イ
ル
』

　
　
　
　
　
　
　

山
下
貴
光　

著

『
金
魚
生
活
』　　
　
　

楊
逸　

著

『
ブ
ラ
ザ
ー
・
サ
ン　

シ
ス
タ
ー
・

ム
ー
ン
』　　
　
　

恩
田
陸　

著

『
ミ
レ
ニ
ア
ム
１　

上
・
下
』

　

ス
テ
ィ
ー
グ
・
ラ
ー
ソ
ン　

著

『
高
齢
者
は
社
会
的
弱
者
な
の
か
』

　
　
　
　
　
　
　

袖
井
孝
子　

著

『
風
花
病
棟
』　　

帚
木
蓬
生　

著

『
お
は
ぐ
ろ
と
ん
ぼ
』

　
　
　
　
　
　

宇
江
佐
真
理　

著

『
オ
バ
マ
・
シ
ョ
ッ
ク
』

　
　
　
　
　
　
　

越
智
道
雄　

著

『
モ
ン
ス
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
ト
の

あ
り
え
な
い
ジ
ョ
ー
ク
集
』

　
　
　
　
　
　

上
田
小
次
郎　

著

『
ダ
ブ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　

村
山
由
佳　

著

『
底
辺
の
ア
メ
リ
カ
人
』

               　
　
　

林
壮
一　

著

『
臨
床
真
理
』　　

柚
月
裕
子　

著

『
東
原
亜
希
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
』　　
　
東
原
亜
希　

著

『
利
休
に
た
ず
ね
よ
』

　
　
　
　
　
　
　

山
本
兼
一　

著

『
男
道
』　　
　
　

清
原
和
博　

著

『
オ
バ
マ
大
統
領
演
説
』

　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ピ
ア
編
集
部

『
一
緒
に
見
上
げ
た
空
』

　
　
　
　
　
　

大
元
よ
し
き　

著

『
楊
令
伝
８
』　　

北
方
謙
三　

著

『「
知
の
衰
退
」
か
ら
い
か
に
脱
出

す
る
か
？
』　    

大
前
研
一　

著

『
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
で
こ
だ
わ

り
パ
ン
工
房
』　 

石
澤
清
美　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
ウ
ル
ト
ラ
怪
獣
大
ず
か
ん
』

　
　
　
　

円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
カ
レ
ー
パ
ン

マ
ン
』　　

 

や
な
せ
た
か
し　

著

『
や
ま
ん
ば
妖
怪
学
校
３
』

　
　
　
　
　
　
　

末
吉
暁
子　

著

『
か
け
ま
ー
す
ど
ん
』

　
　
　
　
　
　
　

五
味
太
郎　

著

『
風
の
陰
陽
師
４
』

　
　
　
　
　
　

三
田
村
信
行　

著

『
つ
る
の
お
ん
が
え
し
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
た
か
ら
も
の
』

　
　
　

あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き　

著

芥
川
賞
受
賞
作
品

『
ポ
ト
ス
ラ
イ
ム
の
舟
』

　
　
　
　
　
　

津
村
記
久
子　

著

『
少
女
』

　
　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え　

著
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青
少
年
の
心
を
育
て
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

シ
ャ
ボ
ン
玉

川
島
小
学
校　

角
野　

新
奈　

ふ
わ
ふ
わ　

ふ
わ
ふ
わ

細
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら

丸
い
雪
が
ふ
っ
て
き
た

ふ
わ
り　

ふ
わ
り
と

シ
ャ
ボ
ン
玉
が
お
ど
っ
て
る

く
る
り　

く
る
り

く
る
り　

く
る
り

ゆ
っ
く
り　

ゆ
っ
く
り

お
ち
て
い
く

色
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
た

お
ち
る
と
プ
チ
ッ
と
音
が
し
た

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
３
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変

わ
る
運
動

 

心
の
広
い
大
人
っ
て
…
？

●
子
ど
も
の
よ
い
と
こ
ろ
は
褒
め
、

悪
い
と
こ
ろ
は
し
か
る
こ
と
が
で

き
る
大
人

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

●
子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
ら

れ
る
大
人

●
子
ど
も
と
一
緒
に
悩
ん
で
く
れ

る
大
人

●
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

ら
れ
る
大
人

い
い
「
生
き
方
」
を
し
て
い
る

大
人
っ
て
…
？

●
自
分
に
素
直
で
夢
を
持
っ
て
生

き
て
い
る
大
人

●
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
わ
き
ま
え

て
い
る
大
人

●
行
動
や
後
ろ
姿
で
示
す
こ
と
が

で
き
る
大
人

●
大
切
な
こ
と
は
何
か
を
気
づ
か

せ
て
く
れ
る
大
人

●
子
ど
も
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

れ
る
大
人

◆
具
体
的
な
行
動
と
は
？

①
自
分
自
身
を
省
み
て
、
子
ど

も
の
手
本
と
な
る
よ
う
努
め
る

　

親
や
大
人
は
自
分
自
身
を
振
り

返
り
、
過
剰
な
利
己
・
個
人
主
義

は
見
直
し
、
子
ど
も
た
ち
の
手
本

と
な
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
。
地

域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

②
子
ど
も
た
ち
と
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
対
話
を
深
め
る

　

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
く
み

取
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
話
し
合

う
こ
と
。
善
悪
の
判
断
力
、
命
や

自
然
を
思
い
や
る
心
を
は
ぐ
く
ん

で
く
だ
さ
い
。
声
を
か
け
合
え
る

関
係
づ
く
り
こ
そ
基
本
で
す
。

③
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
を
見
直
し
、
そ
の
改
善
に
立

ち
上
が
る

　

地
域
環
境
を
点
検
・
見
直
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
き
生

き
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
好
ま
し
く

な
い
環
境
に
対
し
て
は
、
改
善
の

た
め
積
極
的
に
発
言
・
行
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
１
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

　

家
庭
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
倫
理
観
、
自
立
心
や
自
制
心
、

他
の
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
「
生

き
る
力
」
の
基
礎
的
な
資
質
、
能

力
を
育
成
し
て
い
く
う
え
で
、
か

け
が
え
の
な
い
生
活
の
基
盤
で
す
。

　

徳
島
県
で
は
、
昭
和
42
年
か
ら

毎
月
第
１
日
曜
日
を「
家
庭
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
を
、

家
族
が
お
互
い
に
理
解
し
合
え
る

明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
推
進
す
る

契
機
と
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

ヒ
ノ
キ　
　
　
　

ヒ
ノ
キ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ヒ

ノ
キ
は
、
日
本
と
台
湾
に
の
み
分

布
し
、
日
本
で
は
本
州
中
部（
福

島
県
）以
南
か
ら
九
州
ま
で
分
布

す
る
針
葉
樹
で
、
人
工
林
と
し

て
多
く
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
建
材
と
し
て
最
高

品
質
の
も
の
と
さ
れ
、
正
し
く

使
わ
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
建
築
で

は
、
千
年
を
超
え
る
寿
命
を
保

つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
『
往ゆ

く
川
の　

過
ぎ
に
し
人
の

手た

を
折を

ら
ね
ば　

う
ら
ぶ
れ
て

立
て
り　

三み

輪わ

の
檜ひ

原
は
』

　
　
　
　
　
　
（
柿
本
人
麻
呂
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
三
輪
山
の
檜
原
は
、
昔
の

人
が
手
折
っ
て
く
れ
な
い
の

で
、
力
な
く
立
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 4月 5月

島 野 外 科 内 科 25－3060 8 14

杏 和 医 院 22－0333 9 16

中西内科クリニック 42－6755 10 18

鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 11 19

渡 辺 医 院 24－7177 ⑫
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 13 21

井 内 内 科 24－3070 14 13

グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 15 23

石原内科循環器科 24－2536 16 22

森 住 内 科 医 院 22－3010 17 25

山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 18 26

四 宮 医 院 25－2016 ⑲
麻名内科外科クリニック 26－0020 20 27

かなめ小児科内科クリニック 26－0310 21 29

さ く ら 診 療 所 42－5520 22 28

医　院　名 電話番号 4月 5月

三木リハビリテーション病院 42－6616 23 30

岡田医院（川島） 25－3566 24

糸田川クリニック 24－7555 25

富 本 医 院 42－3123 ㉖ 11

梶本胃腸科内科 24－2413 27

和田耳鼻咽喉科 24－2566 28

杉 山 医 院 25－2802 ㉙
糸 田 川 眼 科 24－2531 30

石 原 小 児 科 24－2388 1

古本内科クリニック 24－7377 2

矢 田 医 院 25－2006 ③
木村内科胃腸科 26－6413 ④
谷 医 院 42－2353 ⑤
松 永 医 院 42－2110 ⑥
後 藤 田 外 科 24－2720 7

医　院　名 電話番号 4月 5月

美 摩 病 院 24－2957 8

鴨 島 病 院 24－6565 9

鈴木内科（敷地） 24－5880 ⑩
工 藤 内 科 医 院 42－3113 12

高橋皮膚科クリニック 24－5122 15

阿 部 整 形 外 科 24－4880 ⑰
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 20

鈴木内科（喜来） 24－3413 ㉔
岸 整 形 外 科 25－3133 ㉛

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

4・5月

日曜日の9時～18時、小児科専門医が診て
くれます。

●麻植協同病院　　　　     ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）☎365151

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

│
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
│

★
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

★
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進　

★
飲
酒
運
転
の
根
絶　

★
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

平成21年３月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）

　計　　45,619人　 （－   43）

　男　　21,652人　 （－   19）

　女　　23,967人　 （－   24）

世帯数　17,258世帯 （＋     1）

※ 65歳以上人口

　　　計 12,906人　男 5,246人　女 7,660人

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災

1
月 1件

累
計 1件

救急出動

1
月134件

累
計134件

361人 （－  7）

57人 （－  3）

304人 （－  4）

334世帯 （－  6）

〈人  権  相  談〉
4月９日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
4月21日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
4月28日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
5月14日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
5月19日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室

〈行  政  相  談〉
4月９日㈭   9：00～12：00 市役所１階相談室
4月16日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室
5月11日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
5月12日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
5月14日㈭   9：00～12：00 市役所401会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
4月17日㈮ 10：00～12：00 市役所1階相談室
5月15日㈮ 10：00～12：00 市役所401会議室

4
月
１５
日（
水
）ま
で


